
「信州協働推進ビジョン」に基づき、民間の多様な主体と県との協働を進め、一層

質の高い公的サービスの提供や地域課題の解決を目指します。　

長野県庁本館２階 企画振興部広報・共創推進課内

　　　 平日の午前9時00分～午後4時30分

　○　広報・共創推進課職員と協働推進

　　　員（※）が協働コーディネートデスク

　　　を運営します。

　　　※　民間でＮＰＯ活動支援を行って

　　　　　きた経験を持つ人が就任します。

　○　事案に応じ、県内のＮＰＯ活動支援

　　　組織の協力を得ます。

「協働コーディネートデスク」について

開設時間

場 所

目 的

機 能 協働コーディネートデスクは協働が生まれる場所

＊民間の多様な主体と県

＊民間の主体同士（ＮＰＯ、企業、県民のグループ等）機能１ 協働に関するなんでも相談

【民間の主体からは・・・】
・◎◎の施策を行っている担当

部署を教えてほしい。

・□□の活動をしている民間団体

を教えてほしい。

【県の各部署からは・・・】
・協働事業を進めるコツを教えて

ほしい。

・ＮＰＯの活動を知りたい。 など

機能２ 協働のコーディネート

協働の関係者が情報交換、意見交換する場を設定し、意識・

目的を共有して、協働がスタートするまでをコーディネート

【民間の主体からは・・・】

・いくつかの部署にまたがる協働提案をしたいのでコーディネ

ートしてほしい。

・県に提案したのだけれど、協働のテーブルに着いてもらえな

かった。改めてコーディネートしてほしい。

【県の各部署からは・・・】

・△△の協働事業を実施したいので、民間団体から協働提案
機能３ 協働に関する理解促進・

情報発信

・「かんたんガイド」「協働の手引」

等の活用

・「協働デスク便り」の発行

・優れた協働事例の紹介 など

運営体制

➢ 協働コーディネートデスクでは、協働提案のうち、

・複数の部署にまたがるもの

・担当部署がよくわからないもの

などを受け付け、コーディネート・支援を実施。

➢ これに限らず、県の各部署は、日常の業務や会議・

打合せ等を通じて寄せられる提案を前向きに受け

止め、協働を推進します。

こんなふうに

活用できます

【協働コーディネートデスクの連絡先】

〒380-8570 長野市大字南長野字幅下692-2

長野県庁本館２階

電 話（直通） 026-235-7190（県庁内線2863）

Ｆ Ａ Ｘ 026-235-7026

E-mail               cocodesk@pref.nagano.lg.jp

 

 



　　

相談の場合

＜民間と協働の取組を

実施したい部署＞

県が協働を呼びかける場合

協働コーディ

ネートデスクへ

関係部署等

連絡調整

回答・

アドバイス

相 談 ・コ ー デ ィ ネ ー ト 等 の 流 れ

民間から協働提案があった場合

関係部署・機関等への連絡

取組の進め方

の協議の場の

設定

ヒアリング

情報交換・意見交換の

場の設定

必要に応じ企画内容の

ﾌﾞﾗｼｭｱｯﾌﾟ

（目的等の共有

ができなかっ

た場合 ）

当事者による協働

の取組の実施

（Ｐ Ｄ Ｃ Ａ）

・ 相談事例集

（Ｑ＆Ａ）作成

・ 「協働デスク

便 り」による

発信

複数回

＜認識・目的等の共有＞

協働の取組スタート

協働の実践の拡大

協働提案の募集

（ＮＰＯ、企業等に

対して）

以下、民間から協働提

案があった場合に準じ

て処理

情報交換・意見交換

の場の設定

協働テーマの設定

協働事例のとりまと

め、発信

提案のとりまとめ

関係部署への連絡

○ 協働に関する相談がありましたら、遠慮なくお寄せください。

○ 県に協働提案をするに当たり、担当部署がわからない場合やいくつかの部署にまたがる提案である場合な

どに、協働コーディネートデスクが橋渡し役となって、関係部署との情報交換や意見交換の場を設定します。

○ 県から協働の呼びかけや、協働提案の募集を行う場合も、協働コーディネートデスクが窓口になります。

受 付

 

処理方針の検討

相談受付

案件終了

又は

課題整理し

再提案

 

県ＨＰ、

ＮＰＯ情報誌、

ＮＰＯ活動支

援組織、市民

活動支援セン

ター等を通じ

て

協働の対象と

なる民間団体

のリストアップ

〔以下、協働コーディネートデスクが実施 〕

協働相手・協働提案募集の依頼

協働コーディ

ネートデスクは

側面的支援


